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はじめに
昨年 (2009年)はフランツ･ヨーゼフ･ハイドン (FranzJosephHaydn,1732年
-1809年)の没後200年だった｡この機会にハイドンゆかりの地を訪れてみた0
ハイドンは同時代に活躍したモーツアルト (1756年-1791年)やベー トー ヴェ
ン (1770年-1827年)に比べ､生涯において劇的な事件が少ないせいか､どちら
かというと地味な存在であるが､モーツアルトが6曲からなる弦楽四重奏曲集『ハ
イドンセット』を捧げ､ベー トー ヴェンが師事したことからも分かるように､多
くの尊敬を集めた時代を代表する作曲家であった｡周知のように彼は交響曲の父､
また弦楽四重奏曲の父と呼ばれているが､古典派音楽の確立者としての地位は音
楽史上不動のものである｡作品は交響曲が104曲(+2曲+協奏交響曲1曲と断片
1曲)､弦楽四重奏曲68曲をはじめとし､膨大な数に上る｡昨年Brilllantから発
売された 『Haydnedltion』はCD150枚からなる大部のものであり､今まで録音さ
れていなかったバリトン三重奏曲 (この部分だけでも20枚 !なおここでいうバリ
トンとは男声ではなく､弦楽器である)まで含まれているが､これでも完全な全
集ではない｡日本の中学校の音楽の教科書にも取り上げられた 『弦楽四重奏曲作
品第77番 (作品76の3)』1の第2楽章に用いられた皇帝讃歌 ｢神よ､皇帝フランツ
を守り給え｣の旋律は､戦前にはオーストリア国歌として､現在はドイツの国歌
として用いられ､広く知られている｡
1 弦楽四重奏曲が全部で68曲しかないのに第77番というのは奇妙な感じがするが､これは次の
ような事情による. ハイドンの作品は通常 ｢ホ-ボーケン番号｣で呼ばれるoこれはオランダ
の音楽学者アントニ-･ヴァン･ホ-ボーケン (AnthonyvanHoboken1887年-1983年)がハイド
ンの作品を整理し､ジャンル別に､作曲順の番号 (-ホーボーケン番号)を付けたものである｡
その結果83曲がハイドンの弦楽四重奏曲と認定されたが､後に偽作と判明されたもの(op.3など
8曲)及び他の曲種からの編曲 (op.51の7曲)を除くと､オリジナルの弦楽四重奏曲としては
68曲になる｡ただし､付された作曲順の番号は､それまで慣習的に使われてきたため､除かれた
番号を欠番としてそのまま使われている｡
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1.ローラウ (Rohrau)
ハイドンは1732年3月31日に､当時は神聖ローマ帝国の一部であった下オース
トリア大公国の寒村ローラウに､車大工の父の長男として生まれた｡現在はニー
ダーエスターライヒ州に属しているoローラウに行くにはウィーンから電車で
BruckanderLelthaに行き､そこからHainburg行きのバスに乗り継いで行かなけ
ればならない｡7年前にも一度訪れたことがあるが､だいぶ昔のことなので､バス
の運転手に頼むと､生家のすぐ近くで降ろしてくれた｡辺都な所なので以前も訪
問者はまばらだったが､昨年は没後200年だったにもかかわらず､着いた時は訪問
者が筆者しかいなかった｡
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(ハイ ドンの生家｡ハンガリー風の茅葺屋根が見られる)
(生家の中庭｡中央にハイドンの胸像が立っている)
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(ハイドンが誕生した部屋｡中央に使った揺り寵､右奥には彼の胸像が見える)
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(ハイドンが使用したピアノ)
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2.ウィーン (Wien)
8歳の時､ウィーンのシュテファン大聖堂の聖歌隊のメンバーとなり､一般教
養と音楽の基礎を身につける｡その後弟のミヒヤエル (1737年-1806年)もこの
合唱団に加わった｡
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｢(ハイドンも歌ったシュテファン大聖堂)
1749年､17歳になったハイドンは声変わりのため退団し､音楽の個人教師や
町の楽団に加わって自活する｡
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3.アイゼンシュタット (Eisenstadt)
当時のドイツ､オーストリアにおける音楽家としての最高の地位は､王侯貴族
のお抱え楽師であった｡ウィーン社交界の花形であったトウ-ン伯爵夫人の音楽
教師を皮切りに､25歳頃にはフユールンベルク男爵のワインツイールの居城に招
かれ､ヴァイオリン奏者となる｡ここで最初の弦楽四重奏曲群を作曲する｡27歳
頃にはボヘミアのモルツイン伯爵家の楽長の座に就き､最初期の一連の交響曲を
作曲する｡
ハイドンの音楽活動を決定づけたのは､1761年､29歳の時のハンガリーの大貴
族エステルハ-ジ侯爵家副楽長への就任である｡1766年､ハイドン34歳の時､楽
長のヴェルナ-が死去したので､楽長に就任し､1790年から96年まで､約5年間
の中断があるものの､1804年､ハイ ドン72歳の年まで結局38年間仕えることと
なった｡
エステルハ-ジ候の居城はオース トリアのブルゲンラント州の州都アイゼン
シュタットにある｡ここはウィーンから何本もバスが出ており､鉄道もある｡
ここにはハイドンゆかりの場所が多い｡まずはアイゼンシュタットの顔ともい
えるエステルハ-ジ候の居城､エステルハ-ジ (エステルハ-ザ)宮殿｡昨年は
折りLもハイドン記念年ということで､数多くの音楽会とともに､大規模な展覧
会が催されていた｡訪れたのが8月だったので音楽を聴く機会はなかったが､展
覧会では彼の生涯と作品が順を追って紹介されており､要所要所で彼の代表作を
ヘッドフォンで聴きながら見学できるような構成になっていた｡ハイドンが使用
したヴァイオリンや前述のバリトンなど興味深い品も展示されていたが､写真撮
影は禁止されていた｡またハイドンザール (Haydnsaal)という､ハイドンが自分
の作品を演奏した､音響も外観もすぼらしい立派なホールがあるのだが､残念な
がらここも撮影禁止だった｡なお先に述べた 『Haydnedltion』に収められている
｢交響曲全集｣(これは『交響曲全集』としても分売されている)は､アダム･フィッ
シャー指揮､オーストリア ･ハンガリー ･ハイドン管弦楽団の演奏によるもので
あるが､すべてこのホールを使って録音されているので､その豊かな響きを堪能
できる｡
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(エステルハ-ジ宮殿)
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次に訪れたのはハイドンが住んでいた住居｡現在はハイドン記念館になってい
て､ハイドンのかつらなど面白い展示物があったが､残念ながらここも内部は撮
影禁止だった｡ここには宮殿から歩いて5分程度で行ける｡アイゼンシュッタッ
トの中心部は広くないので､歩いて回ることができる｡
(ハイドンの住居)
次に訪れたのはハイドンの眠るベルク教会｡この中にハイドン廟がある｡教会
の内部は見学無料だが､ハイドン廟を見るには受付の女性に見学料を払わなけれ
ばならない｡
53
(ベルク教会)
(教会の内部)
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(ハイ ドン廟)
55
(墓碑銘)
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? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
最後にブルゲンラント州立博物館内に行きハイドンが使用したオルガンを見学
した｡
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(ハイドンが使用したオルガン)
エステルハ-ジ家でハイドンは4人の侯爵に仕えたが､3人目の君主バウル･ア
ントン侯は音楽にまったく関心がなく､ハイ ドンに名誉楽長の称号を与え､自由
な活動を許した｡そこでハイドンは1791年から92年と1794年から95年にかけて､
ロンドンの興行主ザロモンの招きで2回にわたってイギリスに渡り､ザロモンが
主催する演奏会のために12曲の ｢ザロモン交響曲集｣(交響曲第93番～104番)を作
曲し､自ら指揮をする｡この作品群はハイドンの交響曲の頂点を極めたともいえ
るもので､『驚情』､『軍隊』､『時計』､『太鼓連打』､『ロンドン』などのニックネー
ムのついた名曲の数々が含まれている｡イギリス国王がハイドンにイギリス永住
を勧めたほど､ロンドンにおけるハイドンの人気は圧倒的であった｡
イギリスでの滞在はハイドンの創作にも大きな成果をもたらした｡ハイドンは
ロンドンで 『メサイア』をはじめとするヘンデルの作品を聴く機会を得たが､こ
れは後に 『天地創造』と 『四季』を作曲するきっかけになる｡
4.再びウィーン
一時はイギリスに永住することも考えたハイドンであったが､バウル ･アント
ン侯の後を継いだ4人目の君主､ニコラウス2世侯の希望によってオーストリア
に帰国し､ウィーンに家を建てた｡ここでエステルハ-ジ家のために6曲のミサ
曲を作曲するとともに､ハイドン音楽の総決算ともいうべき2つのオラトリオ､
『天地創造』と 『四季』を発表し､大作曲家としての名声を高める｡また先に触
れた 『弦楽四重奏曲作品第77番』(通称 『皇帝』)もこの時期に作られている｡
ハイドンが晩年に住んだ屋敷は現在ウィーンの西駅の近くにある｡場所が良い
せいか多くの観光客が訪れていた｡ここの展示もなかなか充実したものであった｡
長年尽くしてくれた使用人たちへの財産分与などハイドンの心遣いが感じられる
資料や､ナポレオン戦争の頃のウィーンの様子など興味深いものがあったが､内
部はやはり撮影禁止であった｡なおこの家の中にはハイドンを敬愛したブラーム
スの記念室もあり､合わせて見学できる｡
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(ハイドンが晩年を過ごした家｡ウィーンの歴史的建築物にはこのように紅白の
旗が4本立ち､W (ウィーンの頭文字)をかたどっている｡
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(入り口への通路｡奥に中庭が見える)
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(ハイドンが愛した中庭)
1809年､ハイドンはナポレオンのウィーン侵攻の中で亡くなった｡砲声の聞こ
える中､使用人たちはあわてふためいていたが､ハイドンは ｢心配することは何
もないよ｡ハイドンのいる所では何も起こらないから｣を言ったと伝えられてい
る｡事実ナポレオンは老巨匠に敬意を表し､ハイドンの家は標的にしなかったと
いわれる｡パパ ･ハイドンという愛称にふさわしい立派な最期であった｡
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